
 

 

 

 

 

 

 

 

「たくさん本を読んでもらいたい」 

～２６人の本棚～ 

全校のために、４・５・６年生が４つの委員会に分

かれ、“役立ち”を発案・企図し、それぞれその取組を

行っています。 

その委員会のひとつに、図書委員会があります。６

月２９日から７月９日まで、校内読書週間を位置づ

け、全校のみんなにたくさん本を読んでもらいたいと

の願いから、『２６人の本棚』という企画を考えたよう

です。 

これは、１年生から６年生までの全校の子ども一人

一人が、みんなにお勧めしたい本を紹介するために、 

図書室の一画にコーナーを設け、そこに、お勧めする

メッセージやイラストを記入したポップを作り、お勧

めの本に添えるようです。１年生は、まだ入門期です

ので、文字よりイラストを描いてもらい、メッセージ

は図書委員が聞き取り、文字に起こすそうです。 

これまでにない新たな取組で、この自分たちが発案

した企画を実行するため 

に、これまで休み時間に 

何度も集まり準備を進め 

てきたとのことです。 

図書委員の一人が、 

「まだ読んだことのない 

お勧めの本を手に取って 

もらって、“この本おもしろいんだ”と気づいてほし

い。そして、本をたくさん読んでほしい」と語ってく

れました。 

 

子どもたちが願いを持ち、その実現に向けアイデア

を出し合い実践していく・・・まさに“考え挑戦す

る”姿がここにもあります。 

 

米作りの魅力とは・・・ 

～５年生、手植えによる田植え～ 

６月１９日（金）、５年生の子どもたちが、総合的な

学習の一環で、田植えをしました。今年度も地域の山

本さんご夫妻のご協力のもと、これまでに籾蒔きやそ

の生長の様子を観察させていただいています。この日

見た苗は、元気に育っています。 

山本さんから田植えの仕方の説明を受けた後、子ど

もたちは裸足になって田に向かい、恐る恐る泥水の中

へ足を伸ばします。「めっ 

ちゃ、ぬるぬる！」「足が 

沈む！」「足が重い」・・・。 

こんな声が子どもたちから 

聞こえてきます。 

 苗を植える位置を記した 

手作りの目印つきロープに合わせ、苗を植えていきま

す。“一度に植える苗をたくさん取りすぎて植えると、

苗が大きく育たない”“苗の間隔をあけないと苗同士が

けんかをして育たない”との山本さんのアドバイスを

受けながら、子どもたちは苗の量や植える間隔を意識

して植えていきます。 

 時が経つと、「腰が痛い・・・」との声もあがります

が、誰一人手を休めません。 

子どもたちはだんだん慣れ 

てきて、植えるスピードも 

アップ。教師も合わせ７名 

でしたが、短時間で苗を植 

えてしまうことができまし 

た。 

 

 子どもたちは“米作りの魅力探し”をテーマに、米

作りを実際に自分たちで経験してみようと臨んだとの

ことです。米作りを通して、“魅力”の意味を単に食の

楽しみからだけではなく、「育てる大変さ」とともに、

「育てる喜び」「やりがい」とつないで、魅力の奥深さ

の意味を深掘りしていくにちがいありません。 

健康は歯磨きからも・・・ 

６月４日は、虫歯予防デーでした。それに合わせ、

本校の養護教諭が子どもたちに、歯の磨き方指導を行

いました。 

虫歯になっている歯の映像を見た子どもたち。「わあ

～、ぼろぼろや～」と、思わず声が出ます。“虫歯菌が

塊をつくったものを歯垢という”“歯垢の中で増えてい

った虫歯菌が、酸を出し歯を溶かす”“歯垢は歯にたく

さんついている”ことを知った子どもたちは、歯磨き

の大切さを感じたようです。 

そして、①食後に歯磨きをする ②歯ブラシを歯に

きちんとあてる ③磨く時力を入れすぎない ④１本

ずつ磨く ⑤磨きにくいとことをきちんと磨く とい

う歯磨きのコツ５つを教えてもらい、以降の歯磨きで

自身が気をつけたいことを１つ挙げ、チェックシート

をつけながら実践しているようです。 

口腔内環境は、口の中だけでなく、全身の健康にも

影響があると言われています。６月中旬には歯科検診

もありました。要治療の歯は早めに治療し、日々の丁

寧な歯磨きを通して、健康な体作りの基盤を確かなも

のにしていくことが大切です。ご家庭でもよろしくお

願いします。 

北杵築小学校 【学校通信】 

ともに・・・R8．7．7 文責校長 

 

自ら気づき 考え挑戦し、 ともに高め合う  

北杵築っ子の育成  

 

 

 


